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梅を食べよう

梅干は最高の天然抗生物質！
梅に含まれる抗酸化物質であるクエン酸は、

栄養の消化や吸収を助け、新陳代謝を活発にしま
す。疲労回復効果や動脈硬化予防に効果的といわ
れています。
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梅びしお(練り梅)を作ろう～
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干
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な
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抜
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し
な
く
て
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味
し
く
で
き
ま
す
よ
♪
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取
り
組
み
強
化
、拠
点
市
場
戦
略
の
展

開
、提
案
型
直
接
販
売
・
輸
出
の
拡
大
並

び
に
、規
格
外
品
の
企
画
創
り
に
よ
り
農

業
所
得
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

Ｊ
Ａ
運
営
面
で
は
、総
合
事
業
を
通
じ

正
・
准
組
合
員
が
一
体
と
な
っ
て
、農
業

を
基
軸
と
し
た
魅
力
溢
れ
る
地
域
社
会

づ
く
り
へ
の
理
解
促
進
を
す
す
め
、「
不
断

の
自
己
改
革
」に
取
り
組
む
た
め
に
も
組

合
員
と
の
対
話
と
広
報
活
動
に
よ
る
関

係
性
の
維
持
・
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、Ｊ
Ａ
経
営
面
に
お
い
て
は
、政

府
の
低
金
利
政
策
や
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の

経
済
回
復
が
迅
速
に
進
む
と
楽
観
視
で

き
な
い
な
か
、Ｊ
Ａ
が
将
来
に
わ
た
り
農

業
・
地
域
を
支
え
る
組
織
と
し
て
役
割

を
発
揮
し
て
い
く
た
め
に
、県
１
Ｊ
Ａ
合

併
構
想
等
の
検
討
と
政
府
の
早
期
警
戒

制
度
に
対
応
で
き
る
総
合
事
業
体
の
健

全
性
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、営
農
・
購

買
３
拠
点
セ
ン
タ
ー
構
想
の
完
遂
に
よ

る
経
営
コ
ス
ト
低
減
と
機
能
強
化
に
加

え
、更
な
る
効
率
化
・
合
理
化
に
よ
り
Ｊ

Ａ
経
営
基
盤
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

Ⅱ
事
業
方
針
お
よ
び

事
業
実
施
計
画

１ 

営 

農 

部 

門

1
事
業
方
針

生
産
販
売
組
織
と
一
体
と
な
っ
た
第

７
次
農
業
振
興
計
画
の
着
実
な
実
践
を

通
じ
、
地
域
農
業
の
振
興
と
農
業
所
得

Ⅰ
基
本
方
針

我
が
国
経
済
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
と
経
済
活
動
と
の
バ
ラ
ン

ス
を
取
り
な
が
ら
先
行
き
不
透
明
な
状

況
に
あ
り
、従
来
か
ら
の
課
題
で
あ
る
低

成
長
・
低
イ
ン
フ
レ
が
払
拭
さ
れ
な
い
環

境
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、政
府
の
農
協
改
革
集
中
推
進

期
間
に
お
け
る
Ｊ
Ａ
自
己
改
革
に
関
し

て
農
水
省
は「
Ｊ
Ａ
の
自
己
改
革
は
進
展

し
た
」と
評
価
し
つ
つ
も「
農
協
経
営
の

持
続
性
の
確
保
」等
を
課
題
と
し
て
取

り
組
む
べ
き
と
さ
れ
、今
後
、さ
ら
な
る

自
己
改
革
の
成
果
と
取
り
組
み
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

国
内
環
境
で
は
、人
口
減
少
・
超
高
齢

化
社
会
を
迎
え
、農
業
者
の
高
齢
化
、担

い
手
不
足
が
す
す
む
な
か
で
、Ｊ
Ａ
は

地
域
農
業
の
維
持
・
発
展
の
た
め
計
画
的

な
経
営
承
継
支
援
の
重
要
性
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
も
と
令
和
３
年

度
は
、和
歌
山
県
Ｊ
Ａ
大
会
決
議
の「
魅

力
あ
る
力
強
い
農
業
」と「
豊
か
な
地
域
」

の
実
現
を
踏
ま
え
Ｊ
Ａ
紀
の
里
第
７
次

中
期
３
カ
年
計
画
の
最
終
年
度
と
し
て
、

次
の
事
項
に
取
り
組
む
と
と
も
に
次
期

中
期
３
カ
年
計
画
の
策
定
を
行
い
ま
す
。

農
業
面
で
は
、担
い
手
の
育
成
と
支
援

の
拡
充
や「
ね
ば
る
運
動
」の
実
践
に
よ

る
紀
の
里
ブ
ラ
ン
ド
の
維
持
、生
産
資
材

コ
ス
ト
低
減
な
ど
農
業
振
興
計
画
へ
の

令和３年度 事業計画（案）
重 点 項 目
１. 地域農業の振興による農業者の所得拡大、農業生産拡大
２. 地域活性化への取り組みによるJAの存在意義、知名度の向上
３. 農業を核とした事業展開による組織結集力の向上と経営安定化
４. 持続可能な農協経営、将来にわたる健全性の確保
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３ 

販 

売 

部 

門

1
事
業
方
針

農
業
所
得
の
増
大
を
め
ざ
し
、
変
化

す
る
消
費
動
向
・
流
通
構
造
に
対
応
す

る
た
め
、
大
型
周
年
供
給
産
地
の
強
み

を
活
か
し
た
有
利
販
売
、
輸
出
・
契
約

的
取
引
の
拡
大
、
消
費
環
境
と
産
地
環

境
の
融
合
に
よ
る
商
品
開
発
等
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
機
能
の
強
化
に
取
り
組

み
ま
す
。

さ
ら
に
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ

ト
を
核
と
し
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活

用
し
た
紀
の
里
農
業
の
魅
力
と
発
信

と
、
多
様
な
販
売
方
式
に
よ
る
消
費
拡

大
を
図
り
ま
す
。

2
重
点
項
目

⑴
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
に
基
づ
い
た
販
売

戦
略
の
構
築

⑵
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
核
と

し
た
都
市
と
農
村
の
交
流
強
化

⑶
営
農
部
と
の
連
携
に
よ
る
生
産
者
組

織
の
活
性
化
と
共
販
拡
大

⑷
農
産
物
選
果
・
流
通
コ
ス
ト
の
低
減

と
販
売
事
業
を
担
う
人
材
育
成

４ 

購 

買 

部 

門

1
事
業
方
針

生
産
資
材
で
は
、
農
業
所
得
増
大
お

よ
び
農
業
生
産
拡
大
を
目
指
し
、
低
コ

ス
ト
資
材
の
取
扱
拡
大
、
労
力
軽
減
資

材
の
普
及
拡
大
と
組
合
員
の
期
待
に
応

え
ら
れ
る
店
舗
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

生
活
資
材
で
は
、
暮
ら
し
と
健
康
の

サ
ポ
ー
ト
事
業
の
展
開
を
行
い
ま
す
。

2
重
点
項
目

⑴
農
業
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
と
労
力
軽
減

⑵
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
を
基
本
と
す
る
農
業

生
産
の
拡
大
と
農
業
者
所
得
の
増
大

⑶
農
業
経
営
支
援
活
動
の
強
化

⑷
農
業
振
興
と
地
域
活
性
化
を
図
る
体

験
交
流
事
業
の
拡
充

２ 

生 

活 

部 

門

【
生
活
事
業
】

1
事
業
方
針

く
ら
し
の
活
動
の
展
開
に
よ
り
、
食

と
農
の
大
切
さ
を
地
域
住
民
に
伝
え
る

と
と
も
に
、
そ
の
活
動
の
情
報
発
信
・

理
解
促
進
に
努
め
、
Ｊ
Ａ
に
集
う
仲
間

の
拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
女

性
会
を
は
じ
め
と
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
貢

献
す
る
活
動
の
支
援
を
進
め
、
地
域
活

性
化
へ
の
貢
献
に
取
り
組
み
ま
す
。

2
重
点
項
目

⑴
地
域
に
根
ざ
し
た
協
同
活
動
の
展
開

⑵
女
性
会
活
動
の
拡
充
・
活
性
化
支
援

の
実
施

【
介
護
事
業
】

1
事
業
方
針

組
合
員
や
地
域
住
民
が
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
生
き
が
い
を
も
っ
て

暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
Ｊ
Ａ
と
地
域
と
の

繋
が
り
を
強
化
し
、
地
域
の
役
割
を
担

う
高
齢
者
福
祉
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

2
重
点
項
目

⑴
介
護
保
険
事
業
を
含
む
高
齢
者
福
祉

活
動
の
展
開

⑵
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
と
元

気
な
高
齢
者
に
向
け
た
活
動
の
展
開

の
向
上
を
実
現
し
ま
す
。
ま
た
、
営
農

相
談
機
能
を
さ
ら
に
強
化
す
る
た
め
、

栽
培
品
目
・
品
種
の
転
換
や
新
規
作
物

の
導
入
な
ど
を
個
別
提
案
す
る
農
家
経

営
相
談
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

３
年
目
を
迎
え
る
「
ね
ば
る
運
動
」
で

は
、
根
張
り
の
良
い
土
作
り
の
実
践
や

ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
や
ト
ビ
イ
ロ

ウ
ン
カ
な
ど
近
年
被
害
が
拡
が
り
つ
つ

あ
る
難
防
除
病
害
虫
に
も
負
け
な
い
粘

り
強
い
産
地
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

2
重
点
項
目

⑴
優
良
農
地
の
保
全
と
農
業
担
い
手
対

策
の
強
化

※「ねばる運動」とは、①作物
生育の基本である根張りの良い
土作り　②粘り強い産地の構築
③どんな困難にも諦めない精神

（never give up）、これらを目的に
取り組む運動を意味しています。

※
Ｗ
Ｅ
Ｂ

：

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
様
々
な

情
報
（
テ
キ
ス
ト
・
画
像
・
動
画
）
を
関
連
付
け
て
結
び
つ
け

る
シ
ス
テ
ム

※
Ｓ
Ｎ
Ｓ

：Social Netw
orking Service 

の
略
で
、
人
と
人
と

の
繋
が
り
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
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2
重
点
項
目

⑴
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
総
合
保
障
の
提
供

⑵
次
世
代
・
組
織
と
の
つ
な
が
り
強
化

⑶
農
と
地
域
を
支
え
る
経
営
基
盤
の
確
立

Ⅲ
運
営
方
針

１ 

総
合
企
画
部
門

1
基
本
方
針

総
合
事
業
を
通
じ
農
業
を
基
軸
と
し

た
魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域
社
会
づ
く
り
と

不
断
の
自
己
改
革
に
取
り
組
む
た
め
、

組
合
員
と
の
対
話
と
広
報
活
動
に
よ
る

関
係
性
の
維
持
・
強
化
を
は
か
り
ま
す
。

さ
ら
に
組
合
員
、
地
域
住
民
の
負
託

に
応
え
る
た
め
、
Ｊ
Ａ
経
営
の
健
全
性

の
確
保
と
効
率
化
・
合
理
化
に
よ
る
Ｊ

Ａ
経
営
基
盤
強
化
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
次
期
中
期
３
ヵ
年
計
画
を
策
定

し
ま
す
。

県
１
Ｊ
Ａ
合
併
に
つ
い
て
は
、
令
和

６
年
度
中
の
合
併
を
目
指
し
て
、
引
き

続
き
研
究
・
協
議
を
進
め
ま
す
。

2
重
点
項
目

⑴
施
設
機
能
の
見
直
し
と
事
業
体
制
の

仕
組
み
づ
く
り

⑵
組
合
員
と
の
対
話
と
広
報
活
動
に
よ

る
関
係
性
の
維
持
・
強
化

⑶
組
合
員
活
動
の
活
性
化
と
地
域
貢
献

活
動

⑷
経
営
管
理
機
能
と
内
部
管
理
体
制
の

強
化

⑸
活
力
あ
る
職
場
づ
く
り
と
人
材
育
成

⑵
渉
外
体
制
と
購
買
窓
口
対
応

⑶
農
機
の
利
便
性
向
上
と
収
支
改
善

⑷
環
境
に
即
し
た
生
活
資
材
の
提
供

⑸
東
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
の
開
設
と
第

２
次
営
農
購
買
拠
点
セ
ン
タ
ー
計
画

の
実
践

５ 

金 

融 

部 

門

1
事
業
方
針

農
業
や
地
域
に
貢
献
す
る
金
融
機

関
と
し
て
、
総
合
事
業
の
強
み
を
最
大

限
に
発
揮
し
、
組
合
員
・
利
用
者
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
た
相
談
・
提
案
型
サ
ー

ビ
ス
の
実
践
に
よ
り
利
用
者
満
足
度

の
向
上
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
I
T

等
の
積
極
的
な
活
用
に
よ
る
利
便
性

向
上
と
事
務
等
の
効
率
化
・
合
理
化

に
よ
り
、
ロ
ー
コ
ス
ト
事
業
運
営
を

目
指
し
、
持
続
可
能
な
健
全
性
確
保

に
取
り
組
み
ま
す
。

2
重
点
項
目

⑴
農
業
関
連
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
強
化

⑵
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
サ
ポ
ー
ト
の
実
践

⑶
健
全
性
・
収
益
の
確
保

６ 
共 
済 

部 

門

1
事
業
方
針

組
合
員
・
地
域
利
用
者
が
豊
か
で

暮
ら
し
や
す
い
総
合
保
障
（
農
業
・
人
・

家
・
車
）
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
共
済
収
益
の
還
元
助
成
金

（
地
域
・
農
業
活
性
化
資
金
）
を
活
用

し
、
農
業
や
次
世
代
へ
「
広
く
・
深
く
」

寄
り
添
っ
た
地
域
貢
献
活
動
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
大
規
模
自
然
災
害

等
を
想
定
し
た
迅
速
な
損
害
調
査
・

査
定
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

更
に
、
Ｉ
Ｔ
等
の
活
用
に
よ
る
利
便

性
向
上
と
事
務
処
理
の
効
率
化
に
よ
り

信
頼
性
と
健
全
性
を
確
保
し
ま
す
。

２ 

監 

査 

部 

門

1
基
本
方
針

Ｊ
Ａ
の
健
全
経
営
・
信
頼
性
の
維
持

向
上
と
不
祥
事
未
然
防
止
の
た
め
に
、

内
部
監
査
機
能
の
強
化
と
内
部
統
制
の

定
着
及
び
監
査
品
質
の
向
上
及
び
内
部

統
制
の
定
着
を
図
り
、
監
事
監
査
・
会

計
監
査
人
監
査
等
と
連
携
し
効
率
的
か

つ
有
効
的
な
内
部
監
査
を
実
施
し
ま
す
。

2
重
点
項
目

⑴
内
部
監
査
機
能
の
強
化

⑵
内
部
統
制
の
定
着

⑶
監
事
監
査
・
会
計
監
査
人
監
査
等
と
の

連
携

（
令
和
３
年
度
事
業
計
画（
案
）よ
り
一
部
抜
粋
）

J
A
の
事
業
計
画（
案
）は
６
月
20
日

に
開
催
す
る「
通
常
総
代
会
」で
審
議
さ

れ
決
定
と
な
り
ま
す
。

そ
の
前
に
組
合
員
の
皆
さ
ん
に
読
ん

で
い
た
だ
き
、意
見
や
要
望
が
あ
れ
ば

地
区
の
総
代
さ
ん
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
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支所だより
News from branch offices

紀
の
里
の
各
地
域
で
は
、季
節
ご
と
に
地
域
性
を
活
か

し
た
、当
地
な
ら
で
は
の
催
し
物
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

今
月
も
、各
地
か
ら
の
話
題
を
お
伝
え
し
ま
す
。

５月に入り、早いところでは連休中から桃の袋掛け
が始まりました。
あら川の桃で知られる桃山支所管内では、その年
の豊作を祈願し、大安の日を選んで袋掛けを開始さ
れる農家もあります。
白鳳や川中島、あら川の桃の代名詞でもある清水
白桃など、いろんな桃が６月より出荷されますが、品
種により異なる個性豊かな桃の食べ比べは如何で
しょうか。

桃の袋掛け始まる桃 山
支 所

４月２０日、打田支所購買資材倉庫前で、営農指導
員による太陽シートの説明会を行いました。
従来の棚積みから作業負荷を軽減できると、太陽

シートに切り替える生産者も多く、太陽シートでの水
稲育苗のポイントの説明に、参加した２８名の生産者
は熱心に耳を傾けていました。

太陽シート説明会打 田
支 所

4月24日、ファーマーズマーケット「めっけも
ん広場へご来店いただいたお客様がオープン
20年で1,500万人（レジ通過数）を突破しま
した。
100万人毎に節目として記念に盛大なイベ

ントや振る舞いを実施し、周年祭と並ぶ目玉イ
ベントとしてお客様に好評を頂いておりました
が、今年はコロナ禍での記念となり、感染対策
を実施した中で粛々と1,500万人目のお客様

にファーマーズマーケット運営委員長より、めっ
けもん広場を代表して、感謝を込めた記念の
花束と旬の農産物を送らせて頂きました。
生産者の皆さまとお客さまを繋げる「都市と
農村の交流拠点」として、これからも「めっけも
ん広場をよろしくお願い致します。

「めっけもん広場」
1,500万人突破！

岩出市在住のお客様
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和歌山の特産
うすいえんどう

那 賀
支 所

貴志川支所管内の朝取り千両茄子の出荷が始まっ
ています。事前に行われた目揃会では、熱心に出荷基
準を確認していました。
部会員24名により早朝からヘッドライトを灯し、収
獲され、支所へ朝7：00に出荷される千両茄子は、新
鮮で瑞々しいと評判です。
7月上旬にかけて約50ｔの出荷を予定しています。
茄子は夏バテ解消に食される事もあります。茄子は
様々な料理にも使うことの出来る野菜ですので、これ
からの暑い夏を乗り切る為に、皆さんも茄子を食べて
頑張りましょう。

朝採り千両茄子の目揃え
会

貴志川
支 所

４月２３日に岩出集出荷場にて水稲の太陽シート講
習会を開催しました。
今年も多くの組合員が参加され、籾種の播種までの
種子消毒、太陽シートを使用した育苗の方法や注意点
を説明し、苗箱の床土へのかん水も実演しました。太
陽シートでの育苗は、はじめから置き床に平らに並べ
るため省力的な育苗方法として広まりつつあります。
今年から新たにされる方も数名おられ、参加された
組合員さんは熱心に講習を受けられていました。

稲の太陽シート講習会岩 出
支 所

かがやき部会共同購入活動の一環として、野菜苗
の引き渡しを粉河支所購買事務所前にて行いました。
疲労回復や利尿作用がある・・・スイカ、高血圧を防ぐ

はたらきを持っている「カリウム」が豊富な・・・ナス、体
内にこもった熱の排出を促す効果に優れている・・・きゅ
うりなど野菜苗が中心でした。
皆さんも野菜苗を購入し、これからの夏バテ防止に
取り組みましょう!!

粉 河
支 所

かがやき部会
野菜苗の引き渡し

4月20日、東部流通センターにてうすいえんどうの
目揃え会が実施されました。
一般的にうすいえんどうは、収穫時期が大変短く、
収穫のタイミングも難しいと言われています。熟す前
に収穫しないと硬くなり、食感が損なわれたり、雨で1
日から2日ほど収穫が遅れるだけでも実が硬くなって
しまうとてもデリケートな野菜の1つに挙げられます。
参加された組合員さんは、熱心に話しを聞き、メ

モをとるなどして、うすいえんどうに懸ける思いが伝
わってきました。
今が旬の味わいであるうすいえんどうを皆様もぜ

ひ一度ご賞味ください。
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2021.6

水
　
稲

田
植
え
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

●
土
壌
改
良
剤（
10
ａ
当
た
り
）

農
力
ア
ッ
プ
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
100
㎏

●
元
肥

・
普
通
栽
培

燐
加
安
44
号
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
40
㎏

・
省
力
栽
培

早
生
品
種（
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
キ
ヌ
ヒ
カ
リ
、

ミ
ネ
ア
サ
ヒ
な
ど
）

ら
く
だ
君
200
早
生
用
……
…
…
…
…
…
…
45
㎏

又
は

エ
ム
コ
ー
ト
489
早
生
用
……
…
…
…
…
…
45
㎏

晩
生
品
種（
日
本
晴
、
き
ぬ
む
す
め
、
ヒ
ノ

ヒ
カ
リ
、
に
こ
ま
る
な
ど
）

ら
く
だ
君
200
中
晩
生
用
……
…
…
…
…
…
45
㎏

又
は

エ
ム
コ
ー
ト
489
中
晩
生
用
……
…
…
…
…
45
㎏

※
省
力
栽
培（
一
発
肥
）は
早
く
て
も
田
植
え

７
日
前
以
降（
～
田
植
え
時
）に
施
用
し
て

く
だ
さ
い
。

元
肥
は
前
作
で
肥
料
が
残
っ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
場
合
は
減
量
し
て
施
肥
し
て
く
だ
さ
い
。

●
防
除

昨
年
は
、ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
大
発
生
に
よ
り
管
内

も
坪
枯
れ
が
多
発
し
収
量
減
と
な
り
ま
し
た
。

対
策
と
し
て
は
、本
年
は
初
期
の
発
生
を
抑
制
す

る
た
め
箱
粒
剤
が
変
更
と
な
って
い
ま
す
。い
も
ち

病
・
紋
枯
病
・
ウ
ン
カ
類
・
ツマ
グ
ロヨコバ
イ
・
コ
ブ

ノ
メ
イ
ガ
・
フ
タ
オ
ビ
コ
ナ
ガ
の
防
除（
箱
処
理
剤
）

と
し
て
、移
植
３
日
前
～
移
植
当
日
に
ス
ク
ラ
ム
箱

粒
剤（
50ｇ
／
１
箱
）の
散
布
を
行
って
く
だ
さ
い
。

散
布
後
、
軽
く
払
っ
て
十
分
に
水
や
り
し
、

薬
剤
を
培
土
の
上
に
落
ち
着
か
せ
ま
し
ょ
う
。

田
植
え
後
、
７
月
上
旬
～
下
旬
に
紋
枯
病
の

発
生
が
懸
念
さ
れ
る
園
地
で
は
、
バ
リ
ダ
シ
ン

液
剤
５ 

1000
倍（
収
穫
14
日
前
／
５
回
）を
散
布

し
て
く
だ
さ
い
。

い
も
ち
病
発
生
園
で
は
、
ト
ラ
イ
フ
ロ
ア
ブ

ル 

1000
倍（
収
穫
14
日
前
／
２
回
）を
散
布
し
て

く
だ
さ
い
。

●
除
草
剤

除
草
剤
散
布
時
の
浅
水
に
よ
る
薬
害
、
効
果

不
足
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

田
植
え
後
、
次
の
３
剤
の
い
ず
れ
か
を
、
そ

れ
ぞ
れ
の
剤
の
使
用
基
準
に
準
じ
て
雑
草
発
生

前
に
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

①
イ
ッ
ポ
ン
Ｄ
１
キ
ロ
粒
剤
51
……
１
㎏
／
10
ａ

（
移
植
直
後
～
移
植
後
30
日
／
１
回
）

②
イ
ッ
ポ
ン
Ｄ
ジ
ャ
ン
ボ
……
10
個（
500
ｇ
袋
）／
10
ａ

（
移
植
直
後
～
移
植
後
30
日
／
１
回
）

③
イ
ッ
ポ
ン
Ｄ
フ
ロ
ア
ブ
ル
…
…
500
㎖
／
10
ａ

（
移
植
直
後
～
移
植
後
30
日
／
１
回
）

除
草
剤
散
布
後
７
日
間
は
落
水
、
か
け
流
し

を
せ
ず
、
水
深
３
～
５
㎝
程
度
を
保
つ
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。
処
理
後
減
水
す
る
よ
う
な
場

合
は
静
か
に
水
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

特
に
ジ
ャ
ン
ボ
剤
を
使
用
の
際
、
浅
水
に
よ

る
拡
散
不
良
が
原
因
の
薬
害
が
発
生
し
や
す
い

た
め
、
水
深
に
は
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

除
草
剤
散
布
前
の
ウ
キ
ク
サ
類
、
藻
類
の
発

生
時
は
モ
ゲ
ト
ン
粒
剤（
３
㎏
／
10
ａ
）を
散

布
し
て
く
だ
さ
い
。

除
草
剤
施
用
後
、
あ
る
程
度
の
水
深
を
保
た
な

い
と
効
果
が
劣
り
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

以
上
の
３
剤
で
抑
え
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
、

サ
ン
パ
ン
チ
１
キ
ロ
粒
剤 

１
㎏
／
10
ａ（
移
植

後
15
日
～
収
穫
60
日
前
／
１
回
）

ア
ト
カ
ラ
Ｓ
ジ
ャ
ン
ボ
Ｍ
Ｘ 

小
包
装
20
個

（
500
ｇ
）／
10
ａ（
移
植
後
14
日
～
収
穫
45
日
前
／

１
回
）を
中
干
し
ま
で
に
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
対
策

代
か
き
を
均
一
に
行
い
田
植
え
後
１
週
間
は

浅
水
管
理
と
し
、
食
害
被
害
を
抑
え
ま
し
ょ

う
。
ま
た
次
の
２
剤
の
い
ず
れ
か
を
田
植
え
後

す
ぐ
に
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

①
キ
タ
ジ
ン
Ｐ
粒
剤
…
…
…
３
～
５
㎏
／
10
ａ

（
食
害
防
止
効
果
が
あ
り
ま
す
。
）

②
ジ
ャ
ン
ボ
た
に
し
く
ん
…
１
～
２
㎏
／
10
ａ

（
殺
貝
効
果
が
あ
り
ま
す
。）

※
水
取
り
口
と
排
水
口
か
ら
の
侵
入
が
多
い
た

め
、
重
点
的
に
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

●
中
干
し

条
間
の
水
面
が
や
や
上
か
ら
見
え
る
う
ち

（
田
植
え
後
約
30
日
）に
、
土
表
面
が
軽
く
ひ

び
割
れ
る
程
度（
約
７
日
間
）に
中
干
し
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
中
干
し
時
の
除
草

前
期
除
草
剤
で
効
果
が
発
揮
で
き
ず
、
ホ
タ

ル
イ
・
ク
ロ
グ
ワ
イ
な
ど
の
発
生
が
み
ら
れ
る

場
合
は
、
落
水
し
て
か
ら
ク
リ
ン
チ
ャ
ー
バ
ス

Ｍ
Ｅ
液
剤
１
ℓ
を
水
100
ℓ
に
溶
き
、
雑
草
に
散

布
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
散
布
後
３
日
間
は
水

を
入
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ク
リ
ン
チ
ャ
ー
バ
ス
Ｍ
Ｅ
液
剤
は
収
穫
50
日

前
ま
で
に
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

野
　
菜

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

イ
チ
ゴ

育
苗
期
に
入
っ
て
い
ま
す
が
、現
在
の
品
種
は

炭
そ
病
に
弱
い
品
種
と
な
っ
て
い
ま
す
。

炭
そ
病
は
、風
雨
や
強
い
か
ん
水
に
よ
り
感

染
株
か
ら
隣
接
す
る
株
に
伝
染
し
ま
す
。

ま
た
、感
染
し
た
株
や
葉
を
土
中
に
す
き
込
む

と
長
い
期
間
土
中
に
残
り
感
染
源
と
な
り
ま
す
。

効
果
的
な
育
苗
方
法
と
し
て
雨
よ
け
や
ベ
ン

チ
ア
ッ
プ
育
苗
等
あ
り
ま
す
が
、最
低
限
ド
ロ

は
ね
を
軽
減
す
る
対
策
が
必
要
で
す
。薬
剤
防

除
と
し
て
育
苗
期
か
ら
の
予
防
的
な
防
除
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

●
防
除

ベ
ン
レ
ー
ト
水
和
剤
……
…
…
…
…

500
倍

（
育
苗
期 

50
㎖
～
100
㎖
／
株 

か
ん
注 

３
回
以
内
）

ジ
マ
ン
ダ
イ
セ
ン
水
和
剤
…
…
…
…
…

600
倍

（
仮
植
え
期 

収
穫
76
日
前 

６
回
以
内
）

防
除
に
あ
た
っ
て
は
、農
薬
の
安
全
使
用
基

準
を
守
り
、散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

…
…
…
…
…
…

果
菜
類

（
ナ
ス
・
ト
マ
ト
・
キ
ュ
ウ
リ
）

６
月
に
入
り
温

度
が
上
昇
す
る
に

つ
れ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
な

ど
の
害
虫
が
、ま

た
雨
が
多
く
な
る

と
病
気
の
発
生
が

多
く
な
り
ま
す
。

防
除
薬
剤
は
、表

１
を
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
。

薬
害
は
、植
物

内
の
水
分
が
不
足

し
、高
温
に
な
る

と
き
に
薬
剤
散
布

JA紀の里ホームページ▶農業▶組合員様専用ページ
右図と同じユーザー名とパスワードを入力して
ログインしてください。

【組合員様専用ページを見るには】
インターネットで以下のアドレスを入力
https://members.ja-kinosato.or.jp/

または

aguri

kinosato11

最新の農作業情報は
ホームページからもご覧になれます

表１.
対象病害虫 アブラムシ類 アザミウマ類 カメムシ類 ヨトウムシ類 うどんこ病

薬剤名 モベント
フロアブル ウララDF コテツ

フロアブル アグリメック スタークル
顆粒水溶剤 ディアナSC アフェット

フロアブル

な　す 倍　数 2000 2000 2000 500～1000 2000 2500 2000
日 / 回 1／3 1／3 1／4 1／3 1／2 1／2 1／3

トマト 倍　数 2000 2000 2000 500～1000 2000 2500 2000
日 / 回 1／3 1／3 1／3 1／3 1／2 1／2 1／3

きゅうり 倍　数 2000 2000 2000 500～1000 2000 2500 2000
日 / 回 1／3 1／3 1／3 1／2 1／2 1／2 1／3

ピーマン 倍　数 2000 2000 2000 500～1000 2000 2500 2000
日 / 回 1／3 1／2 1／2 1／3 1／2 1／2 1／3
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し
た
場
合
、ま
た
は
日
差
し
が
強
い
時
に
薬
液

が
レ
ン
ズ
の
よ
う
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、発
生
す

る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

柑
　
橘

５
月
の
開
花
時
期
を
過
ぎ
、６
月
は
幼
果
と

新
梢
の
養
分
競
合
に
よ
る『
生
理
落
果
』と
、果

実
の
細
胞
数
が
決
ま
る『
細
胞
分
裂
』の
時
期

に
な
り
ま
す
。第
一
次
の
生
理
落
果
は
満
開
後

20
～
30
日
頃
で
、第
二
次
生
理
落
果
は
満
開
後

40
日
頃
な
の
で
、今
月
中
下
旬
か
ら
粗
摘
果
を

始
め
ま
す
。

ま
た
、梅
雨
時
期
は
高
温
多
湿
の
気
象
条
件

で
、黒
点
病
や
ダ
ニ
類
・
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
な
ど

の
病
害
虫
の
重
要
な
防
除
時
期
と
な
り
ま
す
。

急
な
天
候
の
変
化
に
注
意
し
て
計
画
的
に
管

理
作
業
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

●
摘
果

着
果
の
多
い
樹
は
新
葉
が
少
な
い
の
で
、早
期

に
内
成
り
果
や
ス
ソ
成
り
果
の
粗
摘
果
を
行
っ

て
着
果
負
担
を
軽
減
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

【
着
果
多
樹
】は
、粗
摘
果（
６
月
～
）は
50
％
程

度
摘
果
を
行
い
着
果
負
担
を
軽
減
す
る
。
仕

上
げ
摘
果（
８
月
下
旬
～
10
月
）・
樹
上
選
別

（
10
月
～
収
穫
）で
残
り
の
50
％
行
い
品
質
を

揃
え
る
。

【
着
果
中
程
度
の
樹
】は
粗
摘
果（
７
月
主
体
）

で
20
％
程
度
行
い
、仕
上
げ
摘
果
・
樹
上
選
別

で
残
り
の
80
％
を
行
う
。

人
の
手
で
摘
果
す
る
時
間
が
無
い
と
き
は
、

薬
剤
に
よ
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

『
間
引
き
摘
果
』満
開
か
ら
50
日
後
ま
で
に
、

フ
ィ
ガ
ロ
ン
乳
剤
の
2000
倍
を
散
布
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
間
引
き
摘
果
が
で
き
ま
す
。

効
果
的
な
散
布
は
、み
か
ん
が
生
理
落
果
を

し
て
い
る
時
で
、気
温
が
高
く
晴
天
が
続
く
日

に
、薬
液
が
葉
先
か
ら
し
た
た
り
は
じ
め
る
程

度
の
量
を
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

【
着
果
小
樹
】は
、粗
摘
果
は
行
わ
ず
に
、８
月

か
ら
の
仕
上
げ
摘
果
を
中
心
に
行
い
、樹
上
選

別
を
行
う
。

生
理
落
果
を
軽
減
す
る
為
に
は
、樹
勢
の
強

い
新
梢
の
芽
か
き
や
、果
実
へ
の
被
さ
り
枝
の

除
去
を
行
い
、果
実
に
日
が
当
た
る
よ
う
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

中
晩
柑
類

早
期
摘
果
は
樹
勢
を
保
ち
、大
玉
生
産
を
め

ざ
す
た
め
に
は
重
要
な
作
業
で
す
。

八
朔
で
は
、６
月
の
早
期
か
ら
粗
摘
果
を
行

い
大
玉
果
生
産
を
目
標
に
行
い
ま
し
ょ
う
。着

果
過
多
樹
や
奇
形
果
・
傷
果
・
小
玉
果
・
な

ど
を
中
心
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

不
知
火
や
は
る
み
で
は
、ま
ず
樹
勢
の
維
持

を
目
的
に
樹
冠
上
部
３
分
の
１
程
度
の
全
摘

果
を
行
い
、夏
芽
の
発
生
を
促
し
ま
す
。残
り

の
３
分
の
２
は
、初
期
一
発
摘
果
を
目
標
に
行

い
ま
す
。残
す
果
実
は
、葉
数
が
５
枚
以
上
の

有
葉
果
を
残
す
様
に
し
ま
す
。最
終
的
に
は
、

葉
果
比
で
100
：
１（
葉
100
枚
に
１
つ
の
果
実
）に

な
る
よ
う
に
行
い
ま
す
。

遅
い
の
で
、除
袋
は
２
～
３
回
に
分
け
て
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

●
反
射
マ
ル
チ
敷
設

マ
ル
チ
が
必
要
な
品
種
で
は
、反
射
マ
ル
チ

を
敷
く
こ
と
で
、着
色
し
に
く
い
品
種
や
下
枝

に
あ
る
果
実
の
着
色
を
促
進
さ
せ
る
事
が
出

来
ま
す
。
敷
設
時
期
は
除
袋
後
２
～
３
日
後

の
、果
実
の
先
端
部
が
少
し
着
色
し
始
め
た

頃
で
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

柿●
側
枝
は
く
皮

刀
根
早
生
で
は
果
実
肥
大
と
着
色
促
進
に

よ
る
早
期
出
荷
を
目
的
と
し
て
、３
本
切
り
回

し
処
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。処
理
時
期
は
満
開

後
30
～
40
日（
６
月
上
中
旬
）頃
が
目
安
と
な

り
ま
す
。２
～
３
年
ぐ
ら
い
の
や
や
強
い
立
ち

枝
に
、ハ
サ
ミ
を
用
い
て
側
枝
の
皮
に
切
傷
を
３

本
入
れ
る
こ
と
で
、は
く
皮
処
理
と
同
様
の
効

果
が
得
ら
れ
ま
す
。

●
摘
果

摘
果
時
期
は
、生
理
落
下
が
終
わ
っ
た
６
月

下
旬
か
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。キ
ズ
果
、変
形
果
・

ス
ジ
果
・
三
角
果
を
摘
果
し
ま
す
。
遅
れ
花

（
２
番
花
）果
は
す
べ
て
落
と
し
ま
す
。着
果
が

多
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、ふ
と
こ
ろ
や
・
す
そ
枝
の

果
実
も
摘
果
し
ま
し
ょ
う
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

●
フ
ル
メ
ッ
ト
処
理

果
実
肥
大
を
促
進
さ
せ
る
為
に
フ
ル
メ
ッ
ト

処
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
使
用
時
期
は
開
花

後
20
～
30
日
で
、濃
度
は
2.5 ppm
（
水
４
ℓ
に
フ
ル

メ
ッ
ト
１
本
）で
、薬
剤
が
均
一
に
付
着
す
る
よ

う
に
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

●
仕
上
げ
摘
果

仕
上
げ
摘
果
は
６
月
下
旬
～
７
月
上
旬
に

行
い
ま
す
。果
実
の
生
育
を
見
な
が
ら
キ
ズ
果
、

変
形
果
・
ス
ジ
果
を
中
心
に
摘
果
し
、１
㎡
あ

た
り
25
～
30
果
残
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

落
葉
果
樹

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

梅
南
高
梅
の
収
穫
最
盛
期
を
迎
え
ま
す
。
適

期
収
穫
に
努
め
ま
し
ょ
う
。青
梅
の
適
期
と
は

一
般
的
に
果
実
表
面
の
毛
じ
の
抜
け
具
合
で

判
断
さ
れ
、２
～
３
割
で
果
面
に
て
り
が
出
る

頃
が
適
期
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
梅
干
し
や
漬
け
梅
に
は
黄
熟
し
た
果

実
が
用
い
ら
れ
ま
す
。青
梅
か
ら
黄
熟
ま
で
収

穫
期
間
が
長
い
為
、す
す
班
病
の
発
生
に
気
を

付
け
ま
し
ょ
う
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

李
す
も
も
に
つ
い
て
も
６
月
に
入
れ
ば
早
生
品

種
の
主
力
で
あ
る
大
石
早
生
の
収
穫
が
始
ま

り
ま
す
。収
穫
適
期
は
、果
皮
の
着
色
や
地
色

の
抜
け
具
合
、果
肉
の
硬
さ
な
ど
か
ら
判
断

し
ま
す
。
品
種
ご
と
に
収
穫
適
期
の
目
安
や

追
熟
特
性
が
異
な
る
の
で
そ
れ
ぞ
れ
の
品
種

特
性
を
理
解
し
て
適
期
収
穫
を
心
が
け
て
く

だ
さ
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

桃
早
生
品
種
で
は
、収
穫
が
始
ま
り
ま
す
。未

熟
果
は
食
味
が
悪
く
、逆
に
過
熟
果
は
傷
み
や

す
い
の
で
、適
期
収
穫
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
除
袋

２
重
袋
の
除
袋
の
時
期
は
、収
穫
約
10
日
前

頃
で
す
。袋
の
中
の
果
実
が
張
っ
て
き
た
状
態

で
、全
体
的
に
緑
色
が
抜
け
て
白
っ
ぽ
く
な
り
、

果
梗
部
と
縫
合
線
周
辺
に
は
ま
だ
緑
色
が

残
っ
て
い
る
状
態
で
除
袋
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

除
袋
が
遅
れ
る
と
、十
分
着
色
し
な
い
う
ち
に

熟
期
を
迎
え
て
し
ま
い
ま
す
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。地
色
の
抜
け
方
は
、着
果
部
位
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。
樹
の
上
部
で
は
色
抜
け
が

早
く
、樹
の
下
部
や
ふ
と
こ
ろ
で
は
色
抜
け
が

表1. ６－７月のみかん・中晩柑類防除例

時 期 品 目 対象病害虫 薬剤名 倍 数 収穫前使用
日数／回数

６月
上旬

みかん
中晩柑類

黒点病 ジマンダイセン水和剤 600倍 みかん 30 ／ 4
中晩柑 90 ／ 4

カイガラムシ類幼虫 トランスフォームフロアブル 2000倍 1 ／ 3

ミカンハダニ ハーベストオイル 200倍 －／－

７月
上中旬

みかん
中晩柑類

ミカンハダニ
ミカンサビダニ
チャノホコリダニ

メビウスフロアブル 3000倍 みかん 7 ／ 2
中晩柑 14 ／ 2

カイガラムシ類
チャノキイロアザミウマ スプラサイド水和剤 1500倍 みかん 14 ／ 4

中晩柑 90 ／ 4

黒点病 エムダイファー水和剤 600倍 みかん 60 ／ 2
中晩柑 90 ／ 4
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

い
ち
じ
く

●
誘
引

新
梢
が
40
～
50
㎝
伸
長
し
た
頃
に
誘
引
を

行
い
ま
す
。誘
引
す
る
こ
と
に
よ
り
風
ス
レ
の

防
止
、結
果
枝
間
隔
の
確
保
等
に
つ
な
が
り
ま

す
。
結
果
枝
は
片
側
40
㎝
間
隔
で
左
右
交
互

に
誘
引
し
て
く
だ
さ
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ブ
ド
ウ
大
粒
（
露
地
）

●
摘
粒

病
害
虫
被
害
果
や
傷
果
を
取
り
、果
粒
が

き
れ
い
な
配
列
に
な
る
よ
う
に
外
向
き
の
も

の
を
残
し
ま
し
ょ
う
。内
向
き
や
ふ
と
こ
ろ
の

果
粒
は
押
し
つ
ぶ
さ
れ
た
り
す
る
の
で
取
り
除

き
ま
し
ょ
う
。ハ
サ
ミ
で
傷
を
つ
け
な
い
よ
う
に

注
意
し
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
巨
峰
の
１
粒
の

平
均
が
12
ｇ
で
１
房
38
粒
に
す
る
と
450
ｇ
の
房

に
、ピ
オ
ー
ネ
の
１
粒
の
平
均
は
15
ｇ
で
１
房

34
粒
に
す
る
と
500ｇ
の
房
と
な
り
ま
す
。（
あ

く
ま
で
目
安
で
す
）

花

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

し
ゃ
く
や
く

６
月
に
入
る
と
翌
年
の
立
茎
本
数
の
形
成

期
、
８
月
に
は
花
芽
形
成
期
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
管
理
が
翌
年
の
生
育
に
大
き
く
影
響

し
、
と
て
も
重
要
な
時
期
と
な
り
ま
す
。

第
２
回
目
の
追
肥
と
し
て
、
紀
の
里
５
号
ペ

レ
ッ
ト
を
10
ａ
あ
た
り
140
㎏
施
用
し
て
く
だ
さ

い
。
乾
燥
防
止
と
土
づ
く
り
の
為
、
敷
き
ワ
ラ

や
バ
ー
ク
堆
肥
等
の
施
用
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
１
週
間
以
上
晴
天
が
続
き
、
土
壌
が
乾
燥

す
る
場
合
は
か
ん
水
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
病
害
虫
防
除

・
斑
葉
病

コ
サ
イ
ド
3000
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1000
倍

ま
た
は

Ｚ
ボ
ル
ド
ー
……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
600
倍

・
白
紋
羽
病
・
根
黒
斑
病

フ
ロ
ン
サ
イ
ド
Ｓ
Ｃ
……
…
…
…
…
…
…
1000
倍

とリ
ゾ
レ
ッ
ク
ス
水
和
剤
……
…
…
…
…
…
500
倍

を
混
用
し
発
生
箇
所
の
み
土
壌
か
ん
注
し
て

く
だ
さ
い
。

※
う
ど
ん
こ
病
の
発
生
が
多
い
場
合
は
、
ト
リ

フ
ミ
ン
水
和
剤
2000
倍
、
ネ
コ
ブ
セ
ン
チ
ュ
ウ

の
発
生
園
で
は
ネ
マ
ト
リ
ン
エ
ー
ス
粒
剤
を

10
ａ
あ
た
り
20
㎏
散
粒
し
て
く
だ
さ
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ひ
ま
わ
り

元
肥
は
基
本
的
に
施
用
し
な
い
で
播
種
し
ま

す
。
草
丈
20
～
30
㎝
ぐ
ら
い
に
な
る
と
生
育
に

ム
ラ
が
出
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は

紀
の
里
化
成
403
を
局
所
施
用
し
、
草
丈
を
揃
え

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
生
育
後
半

の
葉
色
が
薄
い
時
は
千
代
田
化
成
549
を
少
量
施

用
し
て
く
だ
さ
い
。

タ
キ
イ
種
苗
の
サ
ン
リ
ッ
チ
シ
リ
ー
ズ
に
は

45
日
・
50
日
・
55
日
と
３
タ
イ
プ
あ
り
各
タ
イ

プ
ご
と
に
数
品
種
あ
り
ま
す
。
45
日
タ
イ
プ
は

短
日
期
出
荷（
５
月
・
11
月
）で
草
丈
が
短
く
出

荷
規
格
に
合
わ
な
い
場
合
が
あ
る
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。
気
温
の
低
い
時
期
は
予
定
よ
り

10
日
位
遅
れ
る
場
合
が
あ
る
の
で
連
続
播
種
す

る
場
合
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
う
ど
ん
こ
病
の
発
生
が
多
い
場
合
は
、
ト
リ

フ
ミ
ン
水
和
剤
2000
倍
・
パ
レ
ー
ド
20
フ
ロ
ア

ブ
ル
4000
倍
・
ア
フ
ェ
ッ
ト
フ
ロ
ア
ブ
ル
2000
倍

の
い
ず
れ
か
を
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

葉
ボ
タ
ン

播
種
床
の
準
備
を
行
い
ま
す
。
播
種
床
は

バ
ス
ア
ミ
ド
微
粒
剤（
１
ａ
当
た
り
３
㎏
）

で
土
壌
消
毒
、
ま
た
は
太
陽
熱
消
毒
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
処
理
期
間
は
、
バ
ス
ア
ミ
ド

で
約
２
週
間
、
太
陽
熱
消
毒
で
３
週
間
か
ら

１
ヶ
月
で
す
。
太
陽
熱
消
毒
は
天
候
に
左
右

さ
れ
る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

直
播
栽
培
の
場
合
も
、
播
種
床
と
同
じ
よ
う

に
本
田
の
土
壌
消
毒
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
場
合
は
あ
ら
か
じ
め
土
壌
改
良
剤
と
元

肥
を
投
入
し
て
行
い
、
畝
立
て
後
透
明
マ
ル

チ
を
か
ぶ
せ
処
理
を
行
い
ま
す
が
播
種
ま
で

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
き
ま
す
。

●
元
肥

苦
土
入
り
セ
ル
カ
……
…
…
…
…
…
…
…
120
㎏

Ｂ
Ｍ
ヨ
ー
リ
ン
……
…
…
…
…
…
…
…
…
40
㎏

※
連
作
地
は
不
要

ス
ー
パ
ー
Ｉ
Ｂ 

Ｓ
562
……
…
…
…
…
…
50
㎏

紀
の
里
５
号
ペ
レ
ッ
ト
……
…
…
…
…
…
40
㎏

品
種
は
、
晴
姿（
白
系
）、
恋
姿（
赤
系
）を
用

い
ま
す
。
定
植
間
隔
は
７
㎝
の
６
条
植
え
を
基

本
と
し
ま
す
。

表1. 6月～７月上旬の防除例

品 目 時 期 対象病害虫 薬剤名 倍 数 収穫前使用
日数／回数

梅
6 月

（木熟南高）
（展着剤） ネオエステリン 5000 倍 －/－
黒星病・すす斑症 アミスター 10 フロアブル 1500 倍 1 / 3

7 月上旬 クビアカツヤカミキリ モスピラン顆粒水溶剤 2000 倍 1 / 3

李

収穫前
カメムシ類 スタークル顆粒水溶剤 2000 倍 1 / 3
灰星病 ロブラール水和剤 1500 倍 1 / 3

6 月中旬
ケムシ類、シンクイムシ類、
クビアカツヤカミキリ テッパン液剤 2000 倍 1 / 2

灰星病 スコア顆粒水和剤 2000 倍 1 / 2

7 月上旬
カイガラムシ類、
クビアカツヤカミキリ モスピラン顆粒水溶剤 2000 倍 1 / 3

灰星病 ロブラール水和剤 1500 倍 1 / 3

桃

早生収穫前
（展着剤） ネオエステリン 5000 倍 －/－
シンクイムシ類 ロディー乳剤 1000 倍 1 / 5
ホモプシス腐敗病・灰星病 ベルクート水和剤 2000 倍 1 / 3

6 月中旬
（中晩生種）

（展着剤） ネオエステリン 5000 倍 −/−
シンクイムシ類、カメムシ類、
クビアカツヤカミキリ アクタラ顆粒水溶剤 2000 倍 1 / 3

黒星病・灰星病 ストロビ－ドライフロアブル 2000 倍 1 / 3

中生収穫前
シンクイムシ類 ロディー乳剤 1000 倍 1 / 5
ホモプシス腐敗病・灰星病 ベルクート水和剤 2000 倍 1 / 3

7 月上旬 クビアカツヤカミキリ モスピラン顆粒水溶剤 2000 倍 1 / 3

柿

6 月上旬

カキクダザミウマ モスピラン顆粒水溶剤 2000 倍 1 / 3
フジコナカイガラムシ
カキノヘタムシガ
落葉病・炭疽病・うどんこ病

キノンドー顆粒水和剤 1000 倍 14/ 5

6 月下旬～
7 月上旬

落葉病・炭疽病・うどんこ病 スコア顆粒水和剤 3000 倍 1 / 3
フジコナカイガラムシ幼虫
カキクダアザミウマ スプラサイド水和剤 1500 倍 30/ 3

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ

6 月上中旬
キイロマイコガ フェニックスフロアブル 4000 倍 7 / 3
果実軟腐病 アリエッティ水和剤 600 倍 120/ 2

6 月下旬
果実軟腐病 ダコニール 1000 1000 倍 60/ 7
アオバハゴロモ、キウイヒメヨコバイ
カメムシ類 ダントツ水溶剤 2000 倍 1 / 3

7 月上中旬
クワシロカイガラムシ スプラサイド水和剤 1500 倍 60/ 3
果実軟腐病 ベルクート水和剤 1000 倍 1 / 5

い
ち
じ
く

6 月上旬
（展着剤） スカッシュ 2000 倍 －/－
疫病 ダコニール 1000 2000 倍 1 / 2
アザミウマ類 モスピラン顆粒水溶剤 2000 倍 1 / 3

6 月中旬
（展着剤） スカッシュ 2000 倍 －/－
さび病 アンビルフロアブル 1000 倍 1 / 2
アザミウマ類 ディアナＷＤＧ 5000 倍 1 / 2

6 月下旬

（展着剤） スカッシュ 2000 倍 －/－
疫病 ライメイフロアブル 3000 倍 1 / 3
アザミウマ類
カミキリムシ類 ダントツ水溶剤 2000 倍 3 / 3

7 月上旬
（展着剤） スカッシュ 2000 倍 －/－
ヒラズハナアザミウマ コテツフロアブル 2000 倍 1 / 2
さび病 トリフミン水和剤 2000 倍 1 / 3

表2. 6月～７月上旬の施肥例
品目 時期 施肥名

梅 7月上旬
（通常栽培）

礼肥
紀の里5号ペレットを10aあたりに60kgを基準に施用

桃 6月中下旬
追肥（中晩生種）
紀の里1号配合を10aあたりに40kgを基準に施用（施肥量は樹勢に応じて加減
する）

柿
6月下旬

～
7月上旬

夏肥（中谷早生・富有柿）
化成高度550を10aあたりに60kgを基準に施用

10



Topics News

生活部より ─「家の光図書」今月の一冊を紹介
これだけでおいしく作れるんだ♪
今どき ラクうま♡和食 おいしい和食の会 編　1,540円（税込）

和食をテーマにした決定版レシピ集シリーズの第３弾。今回は「今どき和食」を
キーワードとして、できるだけ手間をかけずにおいしく作るためのレシピやコツを
紹介。毎日の献立の中に、より手軽に和食を取り入れるための工夫にあふれた一
冊です。巻頭ページの担当は福岡を拠点に活躍している料理研究家・料理ブロ
ガーのＹｕｕさん。「ラクうま」をテーマに、和食のひと手間を上手に解決する知恵を教えてくれます。
●ご注文は、JA紀の里各支所・事業所の購買窓口までお申し込みください！

生
活

販
売

 JAカレンダー

6月
20 日 ・第29回通常総代会
23 水 ・ダム・エコル入学式
24 木 ・農業塾

27 日 ・税務無料相談会
・渉外休日訪問活動

7月
14 水 ・ダム・エコル
20 火 ・農業塾

25 日 ・税務無料相談会
・渉外休日訪問活動

28 水 ・理事会

11

5月はゴールデンウィークもあり各直売所がにぎわいをみせました。
「うすいえんどう」や「そら豆」などの豆類が多く揃い、春の旬をたくさんの人にお
届けすることができました。
まためっけもん広場ではイベント情報や季節の旬を広く知っていただくためにＬＩ

ＮＥ(LINE＠)やインスタグラムを始めています。お得な情報盛りだくさんなので、ぜひ登録のほどよろしく
お願いします。
また直売所情報を発信しているアプリ「旬みっけ」もよろしくお願いいたします。
めっけもん広場・OINACITY・根来さくらの里ともに7月は定休日無しで連続営業行います！！

アプリの無料ダウンロードはこちら▶

LINE@ Instagram

『かがやき通信１５号』掲載のＳＤＧｓクイズ 答えを発表!
生活部より、４月の外務デーにて配布しました『かがやき通信

１５号』に掲載のＳＤＧｓクイズの答えを発表します！
たくさんのご応募ありがとうございました！！
当選者の発表は賞品の発送をもって代えさせて頂きます。

ホームヘルパーが自宅へ訪問し、自分でできることが増えるように支援を行います。
◆介護予防訪問介護相当サービス〈要支援1、2の方〉
ホームヘルパーが自宅へ訪問し、自分でできることが増えるように支援を行います。
◆介護予防訪問介護相当サービス〈要支援1、2の方〉

◆高齢者福祉事業（自費サービス）
JAのホームヘルパーが皆様のお宅へお伺いして家のこと、通院等の
介助、身体介護、用事や頼み事など身の回りのお世話をさせていた
だきます。また介護保険制度では補えなかったことも実費対応だか
ら可能になります。

◆高齢者福祉事業（自費サービス）
JAのホームヘルパーが皆様のお宅へお伺いして家のこと、通院等の
介助、身体介護、用事や頼み事など身の回りのお世話をさせていた
だきます。また介護保険制度では補えなかったことも実費対応だか
ら可能になります。
◆居宅介護支援サービス
ケアマネージャーが介護認定のお手伝いや居宅介護サービス計画
（ケアプラン）を作成し、そのプランに基づいて適切なサービスが
提供されるよう、事業者や関係機関との連絡・調整を行います。

◆居宅介護支援サービス
ケアマネージャーが介護認定のお手伝いや居宅介護サービス計画
（ケアプラン）を作成し、そのプランに基づいて適切なサービスが
提供されるよう、事業者や関係機関との連絡・調整を行います。

◆訪問介護サービス〈要介護1～5の方〉
ホームヘルパーが訪問し、身体介護や生活援助を行います。
・生活援助サービス
　掃除、洗濯、一般的な調理、配下膳、買い物…他
・身体介護サービス
　排泄、食事介助、清拭、入浴介助、身体整容、自立生活支援のための見守り介助…他

ホームヘルパーが訪問し、身体介護や生活援助を行います。
・生活援助サービス
　掃除、洗濯、一般的な調理、配下膳、買い物…他
・身体介護サービス
　排泄、食事介助、清拭、入浴介助、身体整容、自立生活支援のための見守り介助…他

困っていることはありませんか ? JA 紀の里介護センターにご相談下さい。 JA紀の里介護センター TEL.77-7022

介
護
の
こ
と
、一
人
で

背
負
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

介
護
の
こ
と
、一
人
で

背
負
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

ご相
談ください!

介護センターからのお知らせ

解　　答

問１ ② 問２ ① 問３ ③

問４ ① 問５ ① 問６ ②



Topics News ［トピックスニュース］

水稲委託苗の引き渡しが始まりました！
令和元年度より、水稲委託苗の種子消毒は農薬から環境にやさしい温湯消毒に変更しています。
品種については昨年同様、極早生種「キヌヒカリ」と中生種「きぬむすめ」・晩生種「ヒノヒカリ」の3品種

の構成です。
引き渡し日は、6/4（金）6/5（土）6/6（日）6/11（金）6/12（土）6/13（日）6/18（金）6/19（土）の8

日間で、引き渡しの時間帯は、8:30～17:00までとなっていますが、6日（日）、13日（日）19日（土）の3日
間は午前中の引渡しとしていますので注意してください。
引き渡し場所については、昨年同様「長田観音」北駐車場です。
予備苗については、数量に限りがありますが生産しています。お求めの際はお問合せください。

柑橘類・柿の着花状況調査
5月7日に管内の主力品目である柑橘類・柿の開花状況調査を管内124園地で行いました。今年の気温

は、4月上旬頃まで高く推移しましたが、4月中旬頃から雨量が増加し、低く推移したので暖冬による開花へ
の影響が少なく満開日は平年より2～3日程度早い予想となりました。

着花指数は全体的に平年よりやや少ない傾向で、作況は平年作を見込まれます。
園地別、樹別には着花のバラツキがかなり見られる年となっております。今年は着果量

を確保する為に、「かぶさり枝の除去」や
「芽かき」が当面の生産対策になります。
柿の着花状況調査では、中谷早生の
満開日は5月9日で平年より3日早く、刀
根早生では5月11日と平年より2日早い
予想となりました。
作況は、平年作が見込まれます。摘蕾
忘れや２番果の見直しを早期に行い大
玉生産を目指しましょう。

品 　 目

令和３年産　（5 月７日調査）
着花指数 作　況 満開日 満開日※
平年値 平年作

R3 年 平年
10 100

温
州
ミ
カ
ン

極早生 8.7 100 5 月 10 日 5 月 12 日
早　 生 8.2 100 5 月 10 日 5 月 13 日
普　 通 8.8 100 5 月 11 日 5 月 13 日

中
晩
柑

八   朔 9.4 100 5 月 11 日 5 月 13 日
清   見 9.3 95 5 月 10 日 5 月 13 日
不知火 8.5 95 5 月 10 日 5 月 13 日

播州の糸 

うどん 

手延素麺 

揖保乃糸 

手延素麺 

揖保乃糸 

播州の糸 
そうめん 

播州の糸  

ひやむぎ  

播州の糸 

うどん 

手延素麺 

揖保乃糸 

手延素麺 

揖保乃糸 

播州の糸 
そうめん 

播州の糸  

ひやむぎ  

取　扱　商　品（税込）

手延素麺 揖保乃糸9㎏（紙箱）…………… ¥9,050 手延素麺 揖保乃糸9㎏（木箱）…………… ¥8,700
播州の糸 　うどん（240g×15袋）……… ¥1,500 播州の糸 そうめん（240g×15袋）……… ¥1,500 播州の糸 ひやむぎ（240g×15袋）……… ¥1,500

麺類で内食応援
　購買部では内食の応援として、手軽に食せる麺類を6月30日迄、通常価格より
割引した特別価格にて提供しています。
　これから暑くなる夏にぴったりな麺類はいかがですか？
ご注文は各支所・事業所購買窓口へお問い合わせください。
※「内食（ないしょく・うちしょく）」とは、外食の対語。家の食材から調理したものを食べる事。

お問合せは、お近くの支所・事業所まで

■那賀支所	 ☎（0736）75-3152
■粉河支所	 ☎（0736）73-3202
■川原事業所	 ☎（0736）73-4020
■長田事業所	 ☎（0736）73-3071
■竜門事業所	 ☎（0736）73-3125
■鞆渕事業所	 ☎（0736）79-0002

■打田支所	 ☎（0736）77-6980
■桃山支所	 ☎（0736）66-1137
■貴志川支所	 ☎（0736）64-2600
■岩出支所	 ☎（0736）62-4361

営
農

購
買
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NEW 医療共済 「メディフル」
詳しくは各支所共済窓口、渉外担当者までお問い合わせください。

金
融

ATMお取扱終了のお知らせ
平素は当ＪＡのATMをご利用いただき、誠にあ

りがとうございます。
長年にわたりご利用いただいておりました右記

ATMについて、諸事情によりお取扱いを終了させ
ていただくことになりました。皆様には大変ご不便をおかけしますが、何卒ご理解いただきますようお願い
申し上げます。

お取扱い終了日時
イオンタウン貴志川 令和３年７月２９日 ( 木 ) ２１時
公 立 那 賀 病 院 令和３年７月３０日 ( 金 ) １８時

13



Topics News ［トピックスニュース］

めっけもん広場だより 
めっけもん広場では、梅のシーズンとなり、毎日沢山の梅が出荷されています。シーズンに購入

し、凍らせてストックすれば一年通して梅ジュースを楽しむ事が出来ます。
水・炭酸で薄めて、かき氷にシロップをかけて、牛乳に入れてかくはんすればヨーグルト風に、

ジュースが出来た後の果肉でジャムを作り、捨てるところのない「地元の梅」をぜひお楽しみ下さい。
梅に含まれる梅酢ポリフェノールが抗ウィルス効果やクエン酸で疲労防止・疲労回復、雑菌から体

を守る等、食生活に梅を取り入れてみましょう。
これから暑い季節を乗り切る為に梅の「機能性」にも注目して、夏バテ防

止とウィルス抗体としてご活用ください。
またクックパットレシピ「めっけもん広場」でも沢山の季節レシピを載せて

いますのでご活用ください。

OINACITYだより
ＯＩＮＡＣＩＴＹでは、今が旬の野菜を販売しております。特に地元で採れた新鮮な「ふわとろなす」

や「ねごろ大唐」、「きゅうり」などが盛んになってきています。お求めのお客様はぜひお越しくださ
いませ。

また、毎週日曜日は湯浅鮮鮮港よりハタナカ鮮魚が来ていただいております。

根来さくらの里だより
６月は花の鉢物特別販売月間です、あじさいの花鉢を販売しています、また地元の梅や桃もご用

意しています。さくらの里にしかない珍しい農産物も季節ある商品でお迎えいたします。和歌山の
お土産コーナーとお花をはじめとした野菜や果実も取り揃えています。

大阪方面に出向く際は、ＪＡ紀の里の「道の駅」さくらの里へお立ち寄りください。また出荷者も
募集しています、農産物だけでなく加工品の出荷される方もお問い合わせ下さい。

0736-69-0210　※７月は定休日無し・9：00～18：00営業

https://cookpad.com/kitchen/3201710

クックパッド

お
知
ら
せ

日 時 7月11日（日）10：00～15：00（新規就農セミナーは11：00～12：00、13：00～14：00）

場 所 和歌山県JAビル２階和ホールＡＢＣ（和歌山市美園町5-1-1）
※新規就農セミナーは和ホールＣにて開催

申込期間 5月31日（月）～6月18日（金）

申 込 先 郵送：〒644-0024御坊市塩屋町南塩屋724

FAX：0738-23-3489　メール：e0716011@pref.wakayama.lg.jp

相談受付内容
◦就農相談（研修、資金、農地、雇用就農等）　◦農林大学校進学相談　◦林業就業相談
◦移住相談　◦一部の市町担当者による各市町の支援や受入についての相談
※内容を変更する場合がございますので、開催日前までにＨＰ等でご確認ください。
※郵送・FAX・メールのいずれかで事前申込みをお願いします。
※参加無料です。

お問い合わせ
・県就農支援センター　TEL：0738-23-3488
HP：https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/071601/sintyakujouhou/index.html

UIターン就農相談フェア開催についてのお知らせ
県内で新たに農業を始めたいと考えている方を対象に、就農に関する様々な内容について相談をお受け

します。また、過去に新規就農された方の話を聞くことができる「新規就農セミナー」も同時に開催します
ので、お気軽にご参加ください。本フェアは完全予約制とさせて頂きますので、就農支援センターＨＰより
所定の様式をダウンロードして頂き、郵送・FAX・メールのいずれかでお申込みください。ご不明な点は、電
話でお問い合わせください。
なお、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の状況によっては、本フェアを中止する可能性があることを
申し添えます。
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お
知
ら
せ

理 事 会

だ よ り  

第1回 理事会が4月28日、ふるさとセンターで開催されました。
第１号議案	 令和２年度本決算について
第２号議案	 第29回通常総代会の開催（案）について
第３号議案	 固定資産取得（案）について
第４号議案	 養老生命共済契約等解除契約取扱要領の変更（案）について
第５号議案	 養老生命共済契約および終身共済の自殺見舞金給付要領の変更（案）について
第６号議案	 出資金の減資減口について

和歌山労働局からのお知らせ
事業主の皆さまへ 令和3年度の労働保険年度更新について
「労働保険」とは、労災保険と雇用保険を総称したもので、年度当初に労働保険料を概算で申告・納付
し、翌年度当初に確定精算することとなっています。この手続きを「年度更新」といいます。
事業場あてに年度更新用の申告書が郵送されますので、申告書を作成の上、６月１日から7月12日まで

の間に申告・納付をお願いします。
なお、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、申告書の提出にあたっては、電子申請や郵送
の積極的なご活用をお願いします。
詳しくは、和歌山労働局のホームページをご覧いただくか、和歌山労働局総務部労働保険徴収室

（☎073-488-1102）までお問い合わせください。

収入保険
NOSAIわかやまからのおしらせ
安心した農業経営を保証する収入保険に加入しましょう！

お問合せ▶NOSAIわかやま北部支所　〒649-6531 紀の川市粉河681-2 ☎0736-73-6724

すべての農産物を対象 に、自然災害やコロナ禍等 あらゆる収入減少のリスクに対応できる 
セーフティネットは 収入保険だけ です！

農産物を出荷できず
収入が大幅に下がった

洪水で畑や倉庫が
浸水してしまった

新型コロナウイルスの
影響で収入が下がった

想定外のリスクに
備えるべきだと思う

安心して農業できる
バックアップが欲しい

「わかやまスマート農業フェア」の開催について
最先端の農業にふれることができる「わかやまスマート農業フェア」が開催されます。企業による施設園

芸用環境制御機器やドローンなど、ICT（情報通信技術）やロボット技術などを活用した製品の紹介と展
示、さらには講師の先生を招いたスマート農業の実践についての講演があります。スマート農業にご興味あ
る方は奮ってご参加ください！
【日時・場所】①令和3年7月2日（金） 10:00～15:30
	 　和歌山ビッグ愛　展示ホール
	 　和歌山県和歌山市手平2丁目1－2
	 ②令和3年7月14日（水）　10:00～15:30
	 　和歌山県立情報交流センターBig・U　多目的ホール
	 　和歌山県田辺市新庄町3353-9
【参　加　費】無料
【そ　の　他】出展企業や講演の詳細、参加方法などの詳細については県庁研究推進室のホームページ

でお知らせします。なお、新型コロナウイルスの感染状況等により、本イベントは中止または
延期される可能性があります。開催状況はホームページでお知らせしますので、来場前に
必ずホームページをご確認ください。（ホームページ https://www.pref.wakayama.
lg.jp/prefg/070100/070109/smart/r03kaisai.html）

【主　　　催】和歌山県
【連　絡　先】県庁研究推進室（☎073-441-2995）
	 那賀振興局農業水産振興課（☎０７３６-６１-００２５）

15



くらしの広場
Living Square

チ
ラ
シ
を
見
て
防
水
塗
装
工
事
し
て
も
ら

い
ま
し
た
が
、丁
寧
で
満
足
し
て
い
ま
す
。

ジ
ョ
イ
ン
の
ジ
ュ
ー
ス
も
美
味
し
く
て
大
好

き
で
す
。	

（
木
下
さ
ん
）

高
齢
の
た
め
畑
仕
事
も
お
っ
く
う
に
な
り

が
ち
で
す
が
、配
達
職
員
の
お
言
葉
あ
り
が

と
う
。	

（
瓦
間
さ
ん
）

コ
ロ
ナ
禍
で
季
節
感
を
味
わ
う
間
も
な
く
、

あ
っ
と
い
う
間
に
夏
が
目
の
前
に
来
て
い
ま

す
。旬
の
野
菜
を
し
っ
か
り
食
べ
て
、ワ
ク
チ
ン

接
種
ま
で
元
気
に
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
！（
玉

ネ
ギ
の
ド
リ
ア
に
挑
戦
し
て
み
ま
す
!!
）

	

（
馬
場
さ
ん
）

80
才
を
超
え
た
高
齢
者
で
す
。毎
号
ク
ロ

ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
を
頭
の
体
操
と
し
て
楽
し

ん
で
い
ま
す
。ず
っ
と
続
け
て
下
さ
い
。

ち
な
み
に
ム
ッ
ク
ン
は
１
９
９
２
年
10
月

創
刊
号
か
ら
保
存
し
て
い
ま
す
。	（
古
宅
さ
ん
）

お便り
　紹介

ほっとひと息

●4月号の当選者は次の方々です。
壷井さん　嶋さん　佐野さん　山中さん　山田さん　おめでとうございます★

クロスワードパズル 頭 の 体 操

二重マスの文字を A 〜 E の順に並べてできる言葉は何でしょうか？

ヨ コ の カ ギタ テ の カ ギ

1 お尻が光る水辺の虫
2 手相占いで恋愛○○を見て
もらった

3 「森のバター」の異名がある
果実

4 桃やブドウの収穫量が日本
一である県

5 ギリシャ文字の第18番目の
文字。Σ、σと書きます

9 独り立ちしています
11 こっちを通ると早く着くよ！
12 石灰は土壌を○○○○性に
傾けます

13 オルカと呼ばれる生き物
15 傘の先からポタポタ落ちます
18 口の大きな爬虫（はちゅう）
類

1 新しい○○○○が衆議院を
通過した

4 南の島に生えていそうな木
6 水を引き入れ、稲を植えます
7 傘や長靴、レインコートなど
のこと

8 船が進む方向を定める装置
10 火を通していません
11 酔った人がフラフラと歩く様
子

13 奈良公園にたくさんいます
14 アサガオが伸ばして巻き付け
る物

16 月がなくて真っ暗。○○○に
カラス、○○○のちょうちん

17 古池や○○○飛び込む水の音
（芭蕉）

19 6月の第3日曜日は○○の日で
す

20 ささみや手羽、砂肝などの部位
があります

出題／ニコリ

加工品
プレゼント

何が当たるかナ!?

？
答えは、ハガキに　1. 答え　2. 住所　3. 氏名　4.電話番号　5.ご

意見・ご要望をご記入の上、（〒649-6494）紀の川市上野12番地5 
JA紀の里総合企画部クロスワードパズル係までお送りください。
抽選で５名の方にＪＡ紀の里特産の加工品をプレゼントします。
	 （6 月２０日消印まで有効）

前号の解答

ABCDE
「コドモノヒ」
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高
野
山
真
言
宗
の
寺
院「
慈
尊
院
」

（
伊
都
郡
九
度
山
町
）か
ら
町
石
道
を

進
み
、急
な
上
り
坂
を
登
っ
て
い
く
と
、

町
石
道
か
ら
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に
展

望
台
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
こ
か

ら
の
絶
景
は
和
歌
山「
朝
日
・
夕
日
百

選
」に
も
選
ば
れ
て
お
り
、九
度
山
の
町

の
ほ
か
、橋
本
市
、か
つ
ら
ぎ
町
、高
野

山
、金
剛
山
な
ど
紀
の
川
平
野
を
一
望

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
展
望
台
に
は
休
憩
ス
ペ
ー
ス
が
あ

り
、ゆ
っ
く
り
と
景
観
が
楽
し
め
ま
す
。

町
石
道
と
は
、高
野
山
麓
の
九
度
山

か
ら
金
剛
峯
寺
の
根
本
大
塔
へ
と
通
じ

る
参
詣
道
の
こ
と
で
、そ
の
傍
ら
に
立

ち
並
ぶ
１
８
０
基
の
石
柱（
町
石
）は
、

古
く
か
ら
多
く
の
人
々
を
聖
域
へ
と
導

い
て
き
ま
し
た
。
町
石
道
は
２
０
０
４

年
に「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」

と
し
て
世
界
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
、歴

史
あ
る
高
野
参
詣
道
の
ひ
と
つ
で
す
。

全
長
約
22
㎞
、歴
史
と
眺
望
を
楽
し
め

る
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。 県内広報誌共通企画

つれもていこーよ

「
高
野
山
町
石
道
展
望
台
」

Ｊ
Ａ
紀
北
か
わ
か
み
発
信

【所 在 地】	和歌山県伊都郡九度山町慈尊院
【アクセス（展望台）】	・ＪＲ高野口駅より徒歩約1時間　　・南海電鉄 九度山駅より徒歩約1時間
	 ※展望台は百六十五町石近くにあります。
【駐 車 場】	※展望台には駐車場がありません

■再掲載のお知らせ：４月号「進めよう！国消国産」の図版のデータを最新のものと差し替え、再掲載します。
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読者の広場
Reader's Square

陽
人
君
は
、誰
に
で
も
優
し
く
で

き
る
頼
り
が
い
の
あ
る
お
兄
ち
ゃ

ん
。今
の
マ
イ
ブ
ー
ム
は
、四
コ
マ
漫

画
を
描
く
こ
と
で
す
。

瑞
樹
君
は
、活
発
で
体
を
動
か

す
の
が
大
好
き
。走
り
で
は
、お
兄

ち
ゃ
ん
に
も
負
け
た
く
な
い
と
負
け

ず
嫌
い
な
面
も
あ
り
ま
す
が
い
つ

も
人
を
笑
わ
せ
る
こ
と
に
一
生
懸

命
の
ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー
。

ア
メ
と
ム
チ
で
不
本
意
な
が
ら
ム

チ
担
当
の
お
母
さ
ん
に
よ
る
と
、お

父
さ
ん
の
ア
メ
は
少
し
甘
す
ぎ
る

と
の
こ
と
で
す
が
、家
族
４
人
の
時

間
が
一
番
大
事
。お
父
さ
ん
が
専
業

農
家
に
な
っ
て
予
定
し
て
い
た
家
族

揃
っ
て
の
海
外
旅
行
が
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
中
止
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
が

残
念
で
早
く
落
ち
着
い
て
旅
行
に
行

け
る
の
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
ふ
た
り
と
も
、困
っ
て

い
る
人
が
い
れ
ば
助
け
て
あ
げ
ら

れ
る
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
の

が
、ご
両
親
の
願
い
で
す
。

かがやき部会那賀支部
スコップ三味線サークル（紅

あかぐみ

組）
那賀支所管内

サークル

太田 勝也さん ゆりさんの

長男 陽
は る

人
と

くん（９才）　次男 瑞
み ず

樹
き

くん（６才）

貴志川支所管内

マイアイドル

那
賀
支
所
管
内
の
皆
様
で
結
成
さ
れ
て

い
る
ス
コ
ッ
プ
三
味
線
サ
ー
ク
ル
を
紹
介

し
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は
10
人
か
ら
な
り
、
県

下
に
お
い
て
最
初
に
ス
コ
ッ
プ
三
味
線
を
始

め
ま
し
た
。
き
っ
か
け
は
か
が
や
き
部
会
の

リ
ー
ダ
ー
研
修
に
参
加
し
た
際
、東
北
の
女

性
会
が
や
っ
て
い
る
の
を
聞
き
、そ
れ
で
挑

戦
す
る
こ
と
に
。
当
初
は
私
達
だ
け
の
活
動

で
し
た
が
、今
で
は
和
歌
山
県
内
の
他
の
Ｊ

Ａ
で
も
ス
コ
ッ
プ
三
味
線
の
サ
ー
ク
ル
が
出

来
て
い
ま
す
。
私
達
の
腕
前
は
ま
だ
ま
だ
未

熟
で
す
が
、こ
れ
か
ら
も
初
心
を
忘
れ
ず
、

楽
し
い
時
間
を
メ
ン
バ
ー
全
員
で
共
有
し
、

仲
良
く
楽
し
く
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

杉本 隆さんのペット

あずきちゃん（メス） 
打田支所管内

我が家のペット

お
孫
さ
ん
が
犬
を
飼
い
た
い
と

言
っ
て
い
た
の
が
き
っ
か
け
で
友
人

か
ら
譲
り
受
け
、２
年
前
に
や
っ
て

き
た
あ
ず
き
ち
ゃ
ん
。
元
々
「
あ
ん

こ
」
と
い
う
名
前
で
し
た
が
、原
材

料
の
「
あ
ず
き
」
に
改
名
。
響
き
が

か
わ
い
い
と
お
孫
さ
ん
が
名
づ
け

た
そ
う
で
す
。

人
懐
っ
こ
く
て
、お
と
な
し
く
あ

ま
り
吠
え
な
い
そ
う
で
す
。で
も
、

そ
ん
な
お
と
な
し
い
あ
ず
き
ち
ゃ

ん
も
「
お
や
つ
」
の
フ
レ
ー
ズ
を
聞

く
と
テ
ン
シ
ョ
ン
が
上
が
る
と
の

こ
と
。

あ
ず
き
ち
ゃ
ん
は
ご
主
人
の
こ

と
が
大
好
き
で
、
家
中
を
い
つ
も

ご
主
人
の
後
を
つ
い
て
回
り
、
お

昼
寝
の
時
間
も
一
緒
に
過
ご
す
そ

う
で
す
。

脇
わき

田
た

保
やす

美
み

森
もりした

下 伊
い そ こ

素子髙
た か が き

垣 幸
さち

子
こ木

き

村
むら

 より子
こ

岡
おか

　 文
ふみ

代
よ

藤
ふじ

田
た

 美
み ち こ

知子
平
ひ ら や ま

山 典
のり

子
こ

中
な か や ま

山 幸
ゆき

子
こ
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雪

月

花

露
天
湯
の
強
き
硫
黄
香
岩
つ
ば
き

打
田
支
所
管
内
　
　
高
尾
幸
男

苛
立
ち
の
収
め
ど
こ
ろ
や
柏
餅

打
田
支
所
管
内
　
　
武
友 

ち
ゑ
子

西
行
忌
花
の
盛
り
を
兄
の
逝
く

打
田
支
所
管
内
　
　
宮
本
悦
子

縁
側
に
風
の
使
い
の
夏
落
葉

打
田
支
所
管
内
　
　
村
垣
昌
昭

あ
れ
こ
れ
と
捨
て
る
に
勇
気
更
衣

貴
志
川
支
所
管
内
　
　
宇
恵
孝
子

花
見
終
へ
せ
せ
ら
ぎ
の
音
戻
り
け
り

貴
志
川
支
所
管
内
　
　
大
浦
道
子

鯉
の
ぼ
り
次
世
代
誕
生
過
疎
の
里

貴
志
川
支
所
管
内
　
　
亀
井 

美
惠
子

飽
食
の
時
代
に
あ
り
て
土
筆
摘
む

貴
志
川
支
所
管
内
　
　
前

廣

※上記の日程は予告なく変更する場合がありますのでご了承ください。

休日渉外訪問活動のご案内
渉外担当者が休日に訪問させていただき、共済の請求漏れ
はないかの確認や、各種相談に対応させていただく活動を
行っています。

次回訪問は
6月27日（日）です！！

例えば…
貯金・学資金の準備・住宅の新築、リフォー
ム・車の購入・住宅ローン金利見直し・老後の
年金・相続・建物の保障・生命共済（保険）の
加入内容について等

※わからないこと、困ったことは各支所窓口・渉外担
当者までお気軽にお問い合せください。

令和4年度第２次新規採用職員募集要項

┃ 待 　 　 遇  ┃
給与・手当他……当組合給与規程、他諸規程による
休 日……土、日、祝祭日、年末年始、有給他
勤 務 時 間……午前８：３０～午後５：１０（休憩５０分）
勤 務 地	�紀の里（紀の川市、岩出市）管内の本所・

各支所・各事業所

┃応 募 方 法┃
次の書類を郵送又は持参して下さい。
①履歴書（最近３ヶ月以内の上半身写真添付） ②卒業（見込）
証明書 ③成績証明書※尚、応募書類の返却はいたしません

┃募集人員・応募資格┃
平成４年４月２日以降（29歳以下）生まれの方で、短大
卒・大卒又は卒業見込みの方。
人と接することが好きな方、自分の可能性に挑戦したい
積極性のある方。

┃応 募 締 切 日┃
令和3年６月３０日（水）必着

┃試 験 日 時┃
●筆記試験

日 時 　令和３年７月９日（金）午前９：００～正午
場 所 　ＪＡ紀の里ふるさとセンター ２階

●第1次面接試験
日 時 　筆記試験終了後　午後１：００より

●第2次面接試験
日 時 　令和３年７月２１日（水）午前９：００～
場 所 　ＪＡ紀の里ふるさとセンター ２階

┃説 明 会 開 催┃
日 時 　令和3年６月２1日（月）午後１：30～
場 所 　ＪＡ紀の里ふるさとセンター ２階

（紀の川市西大井３２６番地、 下地図参照）
〔予約は不要です〕

┃応 募・問 合 せ 先┃
〒６４９-６４９４ 和歌山県紀の川市上野１２番地５
紀の里農業協同組合 総合企画部人事教育課
☎０７３６-７７-７８０１

ＪＡ紀の里 税務（相続）
無料相談会のご案内！

税務（相続）についてご不明な事はございませんか…？
税理士・社会保険労務士・司法書士を招き、お一人おひとりのご
相談に丁寧にお応えします。税務（相続）に関する相談などお気軽
にご相談ください。

税務（相続）

令和3年 6 月27日（日）

令和3年 7 月25日（日）

場 所：ＪＡ紀の里 岩出支所　　時 間：１２：００～１５：００
＊ご予約優先とさせていただきます。
＊ご予約・お問い合せは各支所窓口・金融渉外担当者までお問い合せください。
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昔むかし
むかし

む
か
し
、雨
降
ら
ん
か
っ
た
ら
、み
な

で
雨
乞
い
し
た
ん
や
と
。雨あ

ま

乞ご

い
ち
ゅ
う

た
ら
、雨
降
る
よ
に
、火
ぃ
た
い
て 

お
が

ん
だ
り
、お
経
読
ん
だ
り
し
た
ん
よ
ぉ
。

そ
い
で
も
雨
降
ら
ん
年
あ
っ
た
ん
や
と
。

飲
む
水
も
な
い
よ
に
な
っ
て
し
も
て
、死

ぬ
人
も
出
て
き
た
ん
た
と
。

「
な
ん
ぎ
や
よ
ー
、ど
う
し
ょ
う
に

よ
ぉ
」ち
ゅ
う
て
た
ら
、誰
か
知
ら
ん
け

ど「
雨
引
山
の
て
っ
ぺ
ん
の
石
ど
け
た
ら

雨
降
る
ち
ゅ
う
て
、ご
先
祖
さ
ん
ゆ
う
て

た
で
」ち
ゅ
う
ん
や
と
。

「
わ
し
も
聞
い
た
で
。そ
や
け
ど
、石

ど
け
た
ら
毒
出
て
き
て
、死
ん
で
ま
う 

ち
ゅ
う
て
た
で
」て 

ゆ
う
ん
や
と
。そ
い

で
、誰
も
よ
う
登
ら
ん
か
っ
た
ん
や
と
。

ほ
い
た
ら
、川か

わ

原ら

に
い
て
た
お
坊
さ
ん
が

「
ほ
や
、わ
し
が
行
っ
ち
ゃ
る
」ち
ゅ
う

て
、あ
る
晩
、一
人
で
山
ぃ
登
っ
て
く
れ
た

ん
や
と
。そ
い
で
、山
の
て
っ
ぺ
ん
の
石

の
け
て
み
た
ら
、大
っ
き
な
龍 

出
て
き

た
ん
や
と
。そ
の
龍 

空
ぃ
登
っ
て
い
っ
た

ら
、そ
の
と
た
ん
に
雨
ザ
ー
ザ
ー
降
っ

て
き
た
て
。み
な
喜
ん
だ
ん
や
け
ど
、お

坊
さ
ん
、そ
れ
か
ら
帰
っ
て
こ
な
ん
だ

て
ぇ
。か
わ
い
そ
や
な
あ
。

『
九
度
山
町
の
お
は
な
し
』よ
り

九度山町のお話

雨
あ ま

引
び き

山
や ま

の龍

発行日：令和3年6月5日　編集：総合企画部
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